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平成30年１月現在

１．実施しているサービス
　短期入所、生活介護、施設入所支援
２．短期入所定員数
　4名＋空床利用　（入所定員80名）
３．介護体制
　管理者　1名　
　サービス管理責任者2名
　 診療所医師　1名
　看護師　3名   理学療法士　1名
　常勤生活支援員40名、非常勤生活支援員45名
４．連携医療機関
　当施設内　アガペ診療所（健康保険適用）

施設の概要

障害者支援施設　アガペ壱番館
（社会福祉法人　日本キリスト教奉仕団） 神奈川県

１．受入対象者
　脳損傷　　　　特Ⅰ種・Ⅰ種・Ⅱ種
　脊髄損傷　　　特Ⅰ種・Ⅰ種・Ⅱ種
　胸腹部臓器　　特Ⅰ種・Ⅰ種・Ⅱ種
　※特Ⅰ種については、要事前相談
２．医療行為等の利用要件

　この事業の利用対象となる方は、神奈川県内に居住する、原
則18歳以上の在宅の重度の障害のある方とします。
　尚、次に該当する方は、本事業の利用対象外となります。

　（１）伝染性疾患を有する方
　（２）医学的管理を有する方（※注）
　（３）治療食（食事箋に基づく栄養量、形態等により治療を目

的として供される食事）の提供は、定員の半数２名までと
いたします。

　※医学的管理とは、夜間（17：15～翌８：30）看護師不在時
の下記の対応を言います。

　・経鼻、腸瘻への栄養注入と管理
　・気管切開部からの吸引及び管理、また鼻腔吸引
　・気管切開部へのケア（自己管理の場合を除く）
　・呼吸器、呼吸補助器（バイパップ）の管理（自己管理の場合

を 除く）
　・在宅酸素療法などの際の酸素吸入の管理（自己管理の場合を

除く）
　・導尿介助（カテーテルの挿入）
　・点滴管理
　・悪性腫瘍等の疾病により薬を投与しても疼痛が緩和されない

方
　・発作が１日の中でも断続的に継続するなど、ご本人の状態が

安定されておらず常時医療を要する場合
　・医療職不在時にインスリン注射の必要な方、また注射を行っ

ていても血糖が安定せず、測定を頻回に行う必要のある方（自
己管理の場      合を除く）

　・上記以外で健康状態が不安定で頻回に医療機関へ臨時受診が
必要な方

※高次脳機能障害のある方の受け入れを行っております。　　
（ただし、他傷行為などがあり、集団生活への適応が困難な方
の利用については受け入れが困難な場合があります。）

３．受入期間など
　この事業の利用期間は、原則月に７日を上限とします。（月を
またぐ場合には各月のカウントとします。）
４．入所中に提供するサービス
　１）居室は原則個室利用となります。
　２）食事、入浴、排泄等生活全般に係る介護サービス
　３）日中活動全般に係るサービス（スポーツ、陶芸、音楽活動

など）
５．当施設では、入浴、排泄、移乗等の介助場面に際して、リフ

ターなどの介護福祉機器の積極導入を図っております。
６．利用方法

　本事業のご利用を希望される場合、アガペ壱番館に　①利用
申込書　②健康診断書　③治療食内容報告書（治療食の提供を
必要とする方）　利用者状況調査票　⑤生活歴　を提出いただ
きます。
　尚、利用申し込みはサービス支給決定後、利用初日から遡っ
て２ヶ月前の１日からとし、それ以前の予約及び申し込みは受
け付けておりません。
　事前見学、利用面接、利用契約を経て利用開始となります。

　
　その他詳細につきましては、直接左記連絡先までお問い合わせ
下さい。

受入体制

住　　所　神奈川県座間市小松原2-10-14
担　　当　短期入所協力事業担当
連 絡 先　046-254-7111 (代表)
F A X　046-255-2915
E-Mmail　odanaka@agape-jcws.com
受付時間　月～金 9:00～17:00
ホームページ　http://www.agape-jcws.com

お問い合わせ先

　当施設では、１９９９年の開設以来、常時介
助を必要とする重度の障害のある方の生活施設
として、在宅の方のための短期入所事業と併せ
ての、運営を行っております。
　生活全般にわたりお求めに応じて必要な介助
を提供するとともに、併設する診療所での健康
管理、機能訓練に加え、趣味活動等の日中活動
等、生活を営む上での必要な支援を行っており
ます。
　また、少人数制リビングを備え、利用者の皆
さんのニーズにお応えできるようアットホーム
な環境づくりに努めています。

施設の特徴


